　　今月の樹「ナンテン」
　実南天二段に垂れて真赤かな　　富安風生
正月の生け花の主役は何と言っても松であろうが、松に添えて活けられる花にはたいてい縁起が良いとかで赤い実の樹が選ばれる。なかでもナンテンは「難を転じる」の語呂合わせからか良く用いられ花材である。過って、中国ではナンテンを聖竹と称し、正月に果穂のついた幹枝を寺廟の祭壇に供え、また家にも飾って新年を祝った。日本でもこのような経緯を受け継いで正月の床飾りや花材に使われるようになったのかも知れない。
街中にあってはナンテンはあまり目立たない樹木であるが、雪国の朝など一面の銀世界の中で頭をたれた真紅の果穂は実に美しい姿である。
日本の冬に一幅の絵をそえる樹木ではなかろうか。

ナンテンは中国原産であるが、日本では西日本、四国、九州に自生している。古くに薬用として渡来した栽培種が野鳥などの種子散布によって野生化したものとされている。名の由来も中国名の「南天竹」「南天燭」からで、南天をそのまま音読みにしたものとのこと。ちなみに、南天燭の「燭」は、南天の実が「燭〜ともし火」のように赤く、南天竹の「竹」は株立ちの幹が竹に似ているからこう呼ばれるようになったそうである。
ナンテン は、 メギ科 ナンテン属 の 常緑低木で茎は叢生（そうせい）して、高さが２メートルときには４ｍにもなる。葉は茎の上部にかたまって互生につき、3回奇数羽状複葉で小葉の長さ3～7ｃｍ、幅1～2.5ｃｍ、披針形の革質で表面は光沢があり先は尖っていて縁は全縁である。
5～6月に、茎の先端に白い花を円錐花序につけ、直径6～7ミリ、3個ずつ輪状に多数並ぶ。
果実は、直径6～7ミリの大きさの球形で、初冬の頃に赤く熟す。
ナンテンの渡来は古く平安時代といわれる。このためか園芸種化されたものも多く、江戸末期には１００品種もあったと伝えられる。　現在
でも果実の色がやや黄色をおびた白色のものが
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あり、シロミナンテンとして区別されていて、葉が紅葉しないという特徴がある。一方、結実はしないが、葉が紅葉しやすく真夏でも赤い葉をつけるオタフクナンテンは高さが５０ｃｍ程度にしか伸びないので、下草などと一緒に庭園にグランドカバー樹としてよく使用されている。

　ナンテンは丈夫で、真赤な果実が美しく、さほど横に広がらないので場所をとらない上に縁起木として玄関先や厠近くの実もの庭木として植栽されて来ている。もともと薬用植物として移入されたこともあり、現在でも葉、実とも民間薬として利用されている。葉は南天葉（なんてんよう）という生薬で、健胃、解熱、鎮咳などの作用がある。葉に含まれるシアン化水素は猛毒であるが、含有量はわずかであるために危険性は殆どなく、逆に食品の防腐に役立つ。このため、彩りも兼ねて赤飯や鯛などの鮮魚篭に入れられる。
南天実の成分はアルカロイドの一種で、知覚神経や運動神経の末梢に対してマヒ作用があり、百日ぜきやぜんそくなどの咳止めに効果をあらわすとされる。 普通は果実を煎じつめ１日３回に分けて食前に服用します。 また、南天実と黒豆とを同量、同じように煎じ、氷砂糖かハチミツで甘味をつけて服用するといっそう効き目があるという。 さらに南天実は視力の回復にも良く効くとされ、咳止めの場合と同様に服用するとのこと。
なお、冬期に黄色い花をつけるヒイラギナンテンはやはりメギ科の植物ですがヒイラギナンテン属に分類され属が異なりナンテン（属）の仲間ではありません。

